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真砂第一中学校・ 

真砂第二中学校統合準備会 

千葉市教育委員会では、子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実をめざした

学校適正配置に取り組んでおります。 

真砂地区におきましては、「真砂地区学校適正配置地元代表協議会」の真摯な協議を踏まえ、

真砂第一中学校と真砂第二中学校の統合、真砂第一小学校と真砂第四小学校の統合、真砂第二

小学校と真砂第三小学校の統合が決まり、いずれも平成２３年４月に新設統合校として開校す

ることになりました。この決定を受け、１１月１２日に「真砂第一中学校・真砂第二中学校統

合準備会」を発足し、統合校の円滑な開校に向けて準備を進めていくことになりました。 

このお知らせは、「真砂第一中学校と真砂第二中学校統合準備会」の協議内容について、保護

者や地域の皆様へお知らせするためのものです。今後とも準備会の協議に合わせて継続して発

行してまいります。 

 １１月１２日（木）午後４時より真砂   ＜真砂第一中・真砂第二中統合準備会委員＞（敬称略） 

第一中学校図書室にて、第１回統合準備 

会を開催しました。 

 統合準備会は、統合対象校の職員、保 

護者や地域の代表、教育委員会職員で構 

成されています。会長は真砂第一中学校 

の山本校長、副会長は第３１地区町内自 

治会連絡協議会の北澤会長と真砂第二中 

学校の大塚校長です。 

 

 

 

 

 

 

教育委員会では、新設統合校ごとに統合準備会を設置しました。統合準備会では、平成２３

年４月の開校に向け、統合校の教育内容や校舎の改修、通学路の安全確保、統合前の交流活動、

制服や学用品等について、情報交換と協議を行います。 

学校やＰＴＡ・保護者会は、それぞれの役割に従い、統合に向けての課題を適宜検討・調整

し、統合準備会に報告します。子どもたちのより良い教育環境整備に向けた協議を行います。 

統合準備会とは… 

 

統合に向けた話し合いが始まりました 

 

     氏　名        役　　　職      氏　名       役　　　職

山本　豊 真砂第一中校長 中家　律子
真砂第二中保護者と
教師の会副会長

北澤　陸男
第３１地区町内自治
会連絡協議会会長

寺嶋　好枝
真砂第二中保護者と
教師の会副会長

大塚　茂 真砂第二中校長 近藤　幸恵
真砂第二中保護者と
教師の会副会長

木川　 茂雄 真砂第一中教頭 中古　益弘 学校財務課係長

宮下　彬 真砂第一中教務主任 衣鳩　和敏 学校施設課係長

鈴木　芳郎 真砂第二中教頭 伊原　浩昭 学事課係長

吉野精一郎 真砂第二中教務主任 伊藤　剛 教職員課係長

阿部　淳一
真砂第一中
ＰＴＡ会長

橋本　好造 指導課主任指導主事

椎木　宣子
真砂第一中
ＰＴＡ副会長

古舘　生雄 企画課主幹

水野　香小里
真砂第一中
ＰＴＡ副会長

加茂　進 企画課主査

鈴木　秀子
真砂第二中保護者と
教師の会会長

伊藤　裕志 企画課主査補



 

 

 

 

 
保護者代表の方より、統合準備会は、今年度２回、２２年度は３回を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回協議会での協議内容 

 第１回協議会では、会長、副会長、教育委員会の 

あいさつの後、次のことについて協議されました。 

以下は、その概要です。 

ア 統合準備会の役割とスケジュール等について 

統合準備会の役割や校舎の改修スケジュールの 

予定等が確認されました。 

真砂第一中学校は平成２２年度に改修のための 

設計、２３年度に改修工事が実施される予定です。 

したがって、２４年度以降の改修校舎への移転ま 

では、真砂第二中学校に仮住まいすることになり 

ます。保護者代表からは、できるだけ早く改修校 

舎で生活できるようにしてほしいという要望があ 

りました。 

イ 新設統合校開校に向けた検討事項について 

  開校に向けて準備を進めるべき事柄が確認され 

ました。学校運営や教育内容のすり合わせ等、学 

校同士で行わなければならない内容が一番多いで 

す。生徒同士の交流活動も大切ですが、まずは統 

合校の学校運営や教育内容等、基礎固めをしっか 

りと行っていくことが確認されました。 

なお、平成２３年度の入学生より、統合校とし 

ての新しい制服で生活できるように準備を進めて 

います。また、保護者の費用負担の軽減を考慮し 

てほしいという要望がありました。 

ＰＴＡ・保護者会については、来年度の役員同 

 士により、団体統合に向けて協議を進めることに 

なります。 

ウ 引っ越しの基本的な考え方について 

  引っ越しは、仮校舎への移動、そして改修校舎への移動の２回必要 

となります。子どもたちの学校生活に支障をきたさないよう、基本的 

な考え方が示され、了解されました。 

 

  

新設統合校開校に向けては、今後、 

＜大塚副会長あいさつ＞ 

統合の目的は、子どもたちのとっての教育環境を充

実させることにある。山本会長をはじめ、皆さんと

一緒に考えていきたい。 

＜山﨑企画課参事あいさつ＞ 

地元代表協議会では、委員の皆様に真摯な協議をし

ていただいた。この準備会では、学校・家庭・地域・

行政が一体となって新設校について協議していくこ

とになる。１年余の期間であるが、皆さんのご協力

を仰ぎ、子どもたちにとって夢と希望が持てる学校

にしていきたい。 

＜山本会長あいさつ＞ 

会長の任に対し責任を持って取り組みたい。とにか

く、子どもたちのための統合、「統合してよかった」

という声が上がる統合を目指したい。互いに知恵を

出し合い、新しい学校の基礎固めをしっかりと行い

たい。 

＜北澤副会長あいさつ＞ 

真砂地区においては、保護者と地域の方々の理解を

得て統合の要望書を提出することができた。地元代

表協議会でも、「子どもたちのために」を何よりも

大切にして話し合ってきた。そのためにも、大いに

意見を出してほしい。 

【統合準備会事務局】 

千葉市教育委員会教育総務部企画課 

TEL 043-245-5908 

FAX 043-245-5988 

※ 統合準備会だよりは、ホームページでもご覧に

なれます。市役所のホームページの『サイト内検

索』に「適正配置」と入力してご覧ください。 

＜今後の予定＞ 

第２回準備会 平成２２年１月～３月 

第３回準備会 平成２２年５月 

第４回準備会 平成２２年９月～１１月 

第５回準備会 平成２３年２月 

※準備会は、この他にも必要に応じて開催 

されます。 

 


